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私は、共通教育の第一外国語として ドイツ語1～4を
受講 しました。第一外国語を英語以外とするのはかなり
珍 しいタイプらしいのですが、言語を大学で一から学び
習得 していくというのも新鮮でなかなか面白みがあ り、
私はおすすめします。何より、 ドイツ語を学ぶことを通
してたくさんの人と出会い、自分の視野が新たに広まっ
たと思います。
とは言え、私自身も入学 した当初は ドイツ語にここま
で浸かった大学生活になるとは思ってもいませんでした。
ドイツ語1、2では、主に教科書に沿って、基本的な単語
や文法を学びます。大学1年 生のとき、 ドイツの誠実な
イメージに憧れ何となく選んだ ドイツ語だったのですが、
それは私が思っていた以上に手ご わく、複雑でした。 し
かし、私の負けず嫌いな性格に合っていたのか、難 しけ
れば難 しいほど、ちゃんと理解 したい!と 思うようにな
り、難 しい分、わかったときの達成感を楽しめるように
なってきました。
ドイツ語3、4は ドイツ人の先生によるゲームなどを交
えた、会話中心の授業で、今度は実際に自分で ドイツ語
を使って会話を しました。教科書か ら一歩飛び出 して、
私にとってとてもいい刺激にな り、次第に 「ドイツへ行
って、 ドイツ人と話 してみたい」と思うようになりま し
た。そ してついに2006年の夏、福井大学と提携を結ん
でいるハンブルク大学主催の ドイツ語サマースクールへ
の参加 を実現し、1ヶ 月間、現地で生の ドイツ語に触れ
てきました。現在は、福井大学で学んでいる ドイツ人留
学生のチューター(生活相談者)になり、卒論でも経験を
生かして、 ドイツについて調べています。
共通教育の ドイツ語では、 ドイツ語を学んだのはもち
ろん、外国語でコミュニケーションする積極的姿勢を学
んだ気がします。そして、コミュニケーションすること
で今までもっていた異文化への壁が取り除かれ、本当に
貴重な経験ができました。現地の ドイツ人、先生、留学
生など多くのいい出会いにも恵まれました。皆さんも ド
イツ語やその他の言語を難 しい異文化と敬遠せず、是非
トライして出会いを広めていってください。
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